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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（意見等） 

 本研究は、次世代高強度レーザーを開発することにより、チタンサファイアレーザー技術による限界

を打破し、アト秒光源を「物質科学のツールとして使える光源」として再生することを目的としている。 
これまでに、真空紫外・極端紫外域（エネルギー約１００eV 以下）での極短時間（アト秒）分光計

測に要求される高い繰り返し周波数をもつ極短パルス光源開発では、イッテルビウム(Yb)固体レーザー

を用いて幅６フェムト秒の極短パルスを１０kHz の周波数で生成することに成功し、さらに、１００

kHz までの高周波化開発に着手している。また、軟 X 線領域（エネルギー約５００eV まで）での分光

計測には高い尖頭値をもつ光子束の生成が有効との研究方針を得て、従来のチタンサファイアレーザ

ーを用いた光源並びに計測機構を高度化した。その結果、「水の窓」と呼ばれるエネルギー域での孤立

アト秒軟 X 線パルスの発生と、世界最短波長での一酸化窒素分子のアト秒軟 X 線吸収分光に成功して

いる。 


